
　令和２年第３回定例会が９月16日に行われ、条例の一部改

正や各会計補正予算など、提案された案件を審議し、全て原

案通り可決しました。

　また、９人の議員が一般質問を行い、さまざまな観点から

町政に問いかけました。
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　 補 正 予 算

◇高度無線環境整備推進

7,355万5千円（国庫支出金他）

　町全域に光ファイバによる情報通信基盤を整備。
◇新生児特別定額給付金給付事業

270万円（全額国庫支出金）

　国の特別定額給付金の基準日以後に生まれた子ど
もへ、感染予防対策及び育児応援のために給付。
◇インフルエンザ予防接種支援

978万3千円（全額国庫支出金）

　高齢者及び乳幼児等のインフルエンザ重症化予防
とともに、医療機関への負担軽減のため支援。
◇一般廃棄物収集運搬事業者給付金

40万円（全額国庫支出金）

　感染リスクの高い一般廃棄物収集運搬事業者に対
する、感染予防対策に係る給付金支援。
◇漁業者経営維持化安定対策

455万円（全額国庫支出金）

　厳しい経営環境にある漁業者に対し緊急的支援。
◇漁協経営継続緊急支援対策

50万円（全額国庫支出金）

　漁協が行う水産資源の付加価値向上に向けた取組
に対し、広域事業として構成町が支援するもの。
◇“エエ町江差”みんなの商品券事業

4,300万円（全額国庫支出金）

　町民全員に町内で活用できる商品券を配布。
◇町営レストラン感染拡大防止対策

33万円（全額国庫支出金）

　ガイドラインに基づく感染予防対策を講じる。

◇住民基本台帳システム改修

221万7千円（国庫支出金他）

　マイナンバーカード等の利用に関するシステム改
修を行うもの。
◇町道除雪対策 4,009万6千円（全額一般財源）

　町道の除雪に係る作業員の賃金や重機使用料、委
託料等の経費。

◇町立小中学校トイレ洋式化改修

3,117万1千円（全額国庫支出金）

　洋式化により、便器洗浄時の病原体飛散を防ぎ、
感染リスク軽減を図る。
◇学校再開感染症対策・学習保障等支援

1,093万2千円（全額国庫支出金）

　プロジェクターやテレビ等の大型提示装置整備。
◇学校遠隔学習機能強化

40万円（全額国庫支出金）

　臨時休業等の際、学校と児童生徒のやり取りが同
時双方向で円滑にできるように設備を整備。
◇修学旅行貸切バス追加借上支援

73万7千円（全額国庫支出金）

　感染リスク低減のため、車内での密接を回避する
ため、貸切バスを１台追加する費用を支援。
◇家庭学習対策通信機器整備支援

144万7千円（全額国庫支出金）

　臨時休業等の際、家庭学習等が可能となる通信環
境を提供するための貸出可能な機器を整備。
◇文化会館トイレ洋式化改修

78万3千円（全額国庫支出金）

　洋式化により、便器洗浄時の病原体飛散を防ぎ、
感染リスク軽減を図る。
◇新生活様式対応支援助成

2,000万円（全額一般財源）

　新しい生活様式を取り入れた感染予防対策、快適
な顧客空間の創出、新たな営業スタイル等に取組む
ために必要な経費を助成する事業が、当初見込みを
上回る申請件数となり、増額補正するもの。

◇水堀排水機場長寿命化対策

440万5千円（道支出金他）

　機器更新の追加工事に伴う経費。
◇文化会館南側外壁補修

102万3千円（全額一般財源）

　老朽化に伴う外壁の状態が悪いため、冬期間の被
害拡大を防ぐため、補修工事を行うもの。

新型コロナウイルス
　感染症拡大防止と地域経済対策等

総額約2億8,300万円の大型補正

新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金事業

その他事業

※新型コロナウイルス感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活を支援し
地方創生を図るため、経済対策の全ての事項についての対応として、地方公共団体が作成した実施計画に基づ
く、地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事業を実施できるように創設された国の交付金事業
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条 例 改 正

・江差町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る条例の一部改正

・江差町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部改

正

　国の基準改正に伴い関係条文を改正するもの。

決 算 認 定

　各会計の令和元年度決算認定について、閉会後

開催される決算審査特別委員会に付託。

・一般会計歳入歳出決算ほか８会計

臨
　
時
　
会

　

７
月
17
日
に
第
３
回
臨
時
会
、
10

月
13
日
に
第
４
回
臨
時
会
が
行
な
わ

れ
、
一
般
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
３
回
臨
時
会
】

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

１
億
１
，
９
９
８
万
２
千
円

（
全
額
国
庫
支
出
金
）

　

交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
、

22
事
業
に
対
す
る
補
正
。

◆
江
差
町
名
誉
町
民
町
葬３

７
７
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

江
差
町
名
誉
町
民
、
青
坂
氏
の
江

差
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
町
葬
に
係

る
経
費
を
補
正
。

【
第
４
回
臨
時
会
】

◆
新
生
活
様
式
対
応
支
援
助
成

３
，
０
０
０
万
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

申
請
件
数
が
当
初
見
込
み
を
上
回

り
、
予
算
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め

補
正
。
総
額
１
億
円
。

◆
児
童
・
生
徒
学
校
給
食
費
負
担

１
３
７
万
３
千
円

（
全
額
一
般
財
源
）

　

減
額
し
た
給
食
費
不
足
分
を
町
が

負
担
す
る
た
め
補
正
。

第３回定例会　こんなことが決まりました！

・教育委員会委員の任命（再任）

　加澤　優香子 氏（泊町・57歳）

　任期は令和６年９月30日まで

の４年間。

・固定資産評価審査委員会委員の

任命（再任）

　横野　晃一 氏（中歌町・64歳）

　任期は令和５年９月30日まで

の３年間。

人 事

実質公債費比率１６．５％

　早期健全化基準の25％と比較すると8.5ポイン

ト下回っている。前年度と比較すると0.2ポイン

ト改善している。

将来負担比率７２．２％

　早期健全化基準の350.0％と比較するとこれを

下回っている。前年度と比較すると3.5ポイント

悪化している。

健全化判断比率等の報告

本会議上での補正予算案への質疑等について、

その一部を要約しご紹介します。

Q　今回の交付金事業で、避難所等に多目的ト

イレを整備すべきではないか。多目的トイレ

への改修検討はされたのか。

A　今回は新型コロナウイルス対策に係る事業

が該当。多目的トイレ整備は、事業の主旨か

ら外れてしまう。

Q　リモート学習整備にあたり、各家庭で、パ

ソコンやタブレットを持っているという前提

で進められているのか。

A　各学校を通じて調査している。各家庭にあ

る場合はそれを使用して頂き、ない場合は、

今後整備する物の貸し出しで想定。

リモート学習の機材整備は
各家庭の状況調査し対応

多目的トイレの整備は
交付金の主旨から外れる

Q　ＧＩＧＡスクール構想では、先生方に相当

負担がかかる。どう支援体制を組むのか。

A　今年度に機材環境整備を終え、具体的な人

的支援は、来年度の取り組みとなる。

学校の先生への負担軽減
来年度の取り組み

そ の 他

・北海道市町村総合事務組合規約の変更

・北海道市町村職員退職手当組合規約の変更

・北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の

変更
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意 見 書 を 提 出

　９月定例会では３件の意見書を提出し、全て可決さ

れ、関係行政機関へ提出しました。

◆新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急

激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

◆国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書

◆種苗法の改定に関する意見書

議員にとって「一般質問」は、議場と

いう公の場で、町長や教育長に対して

町政運営の考え方や将来に対する方針

を質すことができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

九
議
員
が
町
政
を
問
う

定例会で次のとおり、

町長が行政報告をし

ました。

１　寄付採納について

・道南うみ街信用金庫　理事長　藤谷　直久　様

　江差産道南杉　木製ベンチ１脚（地域住民への感謝の

気持ちとして）

・第一生命保険株式会社函館支社

営業オフィス　オフィス長　秋野　厚子　様

　ハンディタオル４１枚（小学一年生へのお祝いとして）

・株式会社ユーラス江差風力

代表取締役　高瀬　達秀　様

　現金１９０万円（地域振興のために）

・株式会社北辰運輸　代表取締役　矢原　幸康　様

　現金２００万円（小中学生のスポーツ振興のために）

・明治安田生命保険函館支社　支社長　石桁　健司　様

　現金１１万８百円（私の地元応援募金として）

第 3 回 定 例 会  行 政 報 告

　
　定例会の日程、審議内容の他、平成24年度以降の会議

録を閲覧することができます。

　議会だよりは、紙面の都合上、一部省略して掲載してお

ります。詳しくはHPにてご確認願います。

（議会HPアドレス）

https://www.hokkaido-esashi.jp/

gikai/gikai.html

議会ホームページをご覧下さい
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き
、
感
染
及
び
拡
大
の
リ

ス
ク
を
可
能
な
限
り
低
減

し
た
う
え
で
、
学
校
運
営

を
継
続
し
て
い
る
。

　

人
的
な
支
援
体
制
は
、

各
学
校
の
要
望
に
応
じ
、

専
門
的
な
知
識
や
技
能
を

必
要
と
し
な
い
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と

教
員
の
指
導
業
務
を
補
助

す
る
学
習
指
導
員
の
採
用

を
進
め
、
公
務
負
担
軽
減

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
定
例
会
で
の

予
算
補
正
事
業
等
を
通
じ
、

負
担
軽
減
と
学
び
の
保
障

に
注
力
で
き
る
環
境
の
整

備
に
努
め
る
。

学
習
の
遅
れ
の
対
応

で
、
土
曜
日
の
授
業
や
補

修
、
夏
休
み
の
短
縮
、
学

校
行
事
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
見
直
し
等
、
非
常
に
業

務
が
多
忙
と
な
っ
て
い
る
。

　

支
援
員
を
さ
ら
に
増
や

す
と
伺
っ
て
る
が
、
確
保

で
き
る
の
か
。

　

各
学
校
に
ど
う
配
置
し

て
い
る
か
。

現
在
の

配
置
は
、
学
校
の
要
望
に

応
じ
た
人
員
配
置
で
あ
る
。

　

今
回
配
置
す
る
こ
と
で
、

相
当
数
軽
減
で
き
る
。

　

更
に
増
員
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
道
教
委
に
問
い
合

わ
せ
す
る
。

　

基
本
的
に
は
各
１
名
が

各
学
校
に
配
置
さ
れ
る
。

９月定例会　一般質問 塚本　　眞 議員（無会派）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

長
期
休
校
へ
の
対
応
や
、

各
種
行
事
、
消
毒
作
業
や

感
染
予
防
の
対
応
で
教
員

は
多
忙
を
極
め
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

学
校
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
学
校
の
新

し
い
生
活
様
式
等
に
基
づ

　

檜
山
管
内
で
は
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
る
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
。
医
療
機

関
、
管
内
各
町
と
連
携
し
、

希
望
者
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制

が
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
最
も
注
意
を
図

る
こ
と
は
ク
ラ
ス
タ
ー
へ

の
対
応
で
あ
る
。
厚
生
省

か
ら
、
い
ち
早
く
感
染
者

に
対
す
る
濃
厚
接
触
者
、

周
り
の
人
た
ち
を
守
る
た

め
の
ア
プ
リ
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ａ
（
コ
コ
ア
）
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。
感
染
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
に
は
、

非
常
に
有
効
で
、
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

ま
ず
は
行
政
検
査

と
し
て
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
、

南
檜
山
管
内
で
検
体
採
取

か
ら
検
査
結
果
ま
で
の
一

連
で
で
き
る
体
制
構
築
が

必
要
。
検
査
医
療
体
制
整

備
に
つ
い
て
、
今
後
も
強

く
要
望
し
て
い
く
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
は
、
本
人

の
同
意
が
前
提
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報
提
供
、

周
知
で
対
応
す
る
。

希
望
者
の
検
査
体
制

は
、
い
つ
ま
で
に
、
ど
う

い
う
体
制
が
で
き
る
の
か
。

北
海
道

が
進
め
て
お
り
、
町
と
し

て
情
報
は
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
教
育
現
場
へ
の
対
応
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
構
築
を

答　

感
染
リ
ス
ク
を
低
減
し
運
営

答　

今
後
も
強
く
要
請
し
て
い
く

町
長

再

学
校
教
育
課
長

 生労働省

新型コロナウイルス

接触確認アプリ

 OVID-19  ontact  onfirming Application

 生労働省

ウェブサイト

自分をまもり、大切な人をまもり、

地域と社会をまもるために、

接触確認アプリをインストールしましょう。

接触確認アプリは、新型コロナウイルス感染症の

感染者と接触した可能性について、通知を受け取

ることができる、スマートフォンのアプリです

○本アプリは、利用者ご本人の同意を前提に、

スマートフォンの近接通信機能（ブルートゥー

ス）を利用して、お互いに分からないようプラ

イバシーを確保して、新型コロナウイルス感染

症の陽性者と接触した可能性について、通知を

受けることができるアプリです。

○利用者は、陽性者と接触した可能性が分かるこ

とで、検査の受診など保健所のサポートを早く

受けることができます。利用者が増えることで、

感染拡大の防止につながることが期待されます。

1メートル以内、15分以上の接触した可能性

・接触に関する記録は、端末の中だけで管理し、外にはでません

・どこで、いつ、誰と接触したのかは、互いにわかりません

※端末の中のみで接触の情報（ランダムな符号）を記録します

※記録は14日経過後に無効となります
※連絡先、位置情報など個人が特定される情報は記録しません

※ブルートゥースをオフにすると情報を記録しません

新型コロナウイルス接触確認アプリのインストールをおねがいします

＊画面イメージ

新型コロナウイルス感染症対策推進室

情報通信技術(IT)総合戦略室
 閣官房

iPhoneの方はこちら Androidの方はこちら 詳しくはこちら

（略称： O OA）

（出典：厚生労働省ホームページ）

教
育
長

新しい生活様式による授業の様子

健
康
推
進
課
長

再
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り
得
る
農
産
物
の
あ
り
方

等
、
引
き
続
き
生
産
者
と

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

る
。

　

漁
業
で
は
、
回
遊
性
資

源
に
依
存
し
な
い
、
新
た

な
生
産
体
制
づ
く
り
が
道

半
ば
の
状
況
。
磯
根
資
源

の
増
大
や
地
元
水
産
物
の

品
質
の
向
上
に
向
け
た
、

船
上
活
〆
技
術
等
、
魚
の

価
格
安
定
の
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
、
若
手
を

含
め
た
漁
業
者
や
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
る
。

　

地
域
産
業
力
の
強
化
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
、
多
く
の
生
産
者
と
協

議
を
行
い
、
条
件
が
整
っ

た
施
策
か
ら
実
行
す
る
。

町
長
は
現
場
に
行
き
、

若
い
人
も
含
め
た
声
を
聞

い
て
い
る
。
農
業
者
漁
業

者
に
限
ら
ず
、
１
次
産
業
、

２
次
産
業
、
３
次
産
業
、

そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
別
懇
話

会
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
は
継
続
し
て
頂
き
た
い
。

　

今
後
の
各
産
業
に
つ
い

て
、
担
い
手
と
い
う
意
味

で
は
、
経
済
の
安
定
と
所

得
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

最
大
の
次
世
代
へ
引
き
継

ぐ
た
め
の
条
件
。
特
に
若

い
人
達
の
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
対
し
て
も
、
現
場

の
声
を
聞
き
な
が
ら
支
援

を
し
て
頂
き
た
い
。
来
年

度
以
降
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

先
般
、

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
今

後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

確
認
。
来
年
度
以
降
も
や

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

一
次
産
業
の
所
得
の
向

上
で
は
、
農
業
は
来
年
の

北
部
地
区
の
基
盤
整
備
を

き
っ
か
け
に
、
新
た
な
ス

タ
イ
ル
、
作
付
け
品
目
等

勘
案
し
な
が
ら
進
め
る
。

　

今
年
は
相
当
、
浜
は
厳

し
い
。
現
場
担
当
者
と
し

て
も
感
じ
て
い
る
。

　

日
本
海
の
漁
業
は
こ
れ

か
ら
大
転
換
期
を
迎
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
回
遊
性
魚
種

か
ら
、
創
り
育
て
る
に
転

換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

町
長
か
ら
も
現
場
の
声

を
聞
い
て
、
形
に
し
て
下

さ
い
と
い
う
指
示
を
受
け

て
い
る
。

９月定例会　一般質問 西海谷　望 議員（無会派）

　

過
疎
化
、
人
口
減
少
、

そ
し
て
本
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ

り
、
町
を
取
り
巻
く
環
境

は
非
常
に
深
刻
な
状
況
で
、

江
差
の
産
業
基
盤
の
確
立

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

江
差
町
は
第
３
次
産
業
が

盛
ん
な
町
で
あ
る
。
し
か

し
、
農
業
、
漁
業
等
が
活

性
化
し
な
け
れ
ば
、
第
３

次
産
業
も
盛
ん
に
は
な
ら

ず
、
町
の
経
済
発
展
も
図

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
基

本
構
想
で
描
い
た
将
来
展

望
を
、
ど
の
よ
う
に
農
漁

業
者
の
声
を
反
映
し
な
が

ら
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。

第
６
次
江
差
町
総

合
計
画
は
、
産
業
別
懇
話

会
を
開
催
し
、
そ
の
意
見

を
反
映
し
た
計
画
だ
が
、

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込

ん
だ
協
議
が
必
要
。

　

農
業
で
は
来
年
度
か
ら

始
ま
る
北
部
地
区
の
農
業

基
盤
整
備
事
業
の
受
益
者

負
担
の
あ
り
方
や
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
。
新

た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
な

第
一
次
産
業
の
産
業
基
盤
確
立
を

答　

生
産
者
と
協
議
し
実
行
す
る

町
長

再

産
業
振
興
課
長

三業懇談会の異業種間によるプロジェクト事業

サケの稚魚放流事業（五勝手港湾内）
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９月定例会　一般質問 飯田　隆一 議員（無会派）

と
考
え
る
。

　

道
内
道
立
高
校
の
再
編

整
備
が
進
め
ら
れ
る
中
、

地
元
中
学
か
ら
の
進
学
率

が
向
上
し
、
高
校
の
間
口

維
持
を
図
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
生
徒
や
保
護
者

が
江
差
高
校
に
入
学
し
た

い
、
さ
せ
た
い
と
思
え
る

よ
う
、
高
校
が
取
り
組
む

魅
力
づ
く
り
や
特
色
づ
く

り
に
対
し
て
の
関
わ
り
を

検
討
す
べ
き
も
の
。

同
じ
高
校
で
、
出
身

地
に
よ
り
通
学
費
用
に
つ

い
て
格
差
が
あ
る
。
公
平

感
に
欠
け
る
と
い
う
見
方

も
で
き
る
。

　

高
校
に
対
す
る
自
治
体

の
支
援
が
、
道
教
委
に

と
っ
て
間
口
を
維
持
す
る

た
め
の
大
き
な
手
立
て
に

な
る
。

　

関
係
４
町
、
函
バ
ス
と

も
協
議
を
し
、
実
態
を
調

べ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
如
何
か
。支

援
策
が
必
要

と
い
う
の
は
同
感
で
あ
る
。

　

バ
ス
通
学
費
助
成
に
限

ら
ず
、
生
徒
は
目
標
を

も
っ
て
江
差
高
校
に
入
学

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
か

な
え
れ
る
よ
う
な
支
援
策

を
検
討
し
た
い
。

て
の
文
書
を
だ
し
、
保
護

者
を
含
め
、
会
員
や
従
業

員
へ
周
知
頂
く
よ
う
通
知

を
し
た
。

　

町
で
は
、
今
年
度
よ
り

町
広
報
に
交
通
安
全
情
報

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
各
期

に
お
け
る
交
通
安
全
運
動

週
間
で
の
注
意
事
項
等
を

情
報
発
信
。
街
頭
啓
発
や

飲
食
店
へ
の
訪
問
啓
発
等
、

各
関
係
団
体
と
の
連
携
の

も
と
実
施
。
引
き
続
き
各

種
の
交
通
安
全
運
動
を
推

進
す
る
。

　

今
年
に
入
り
、
通
学
送

迎
用
の
自
家
用
車
で
事
故

２
件
が
発
生
し
た
。
町
と

し
て
、
通
学
に
お
け
る
交

通
安
全
対
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

事
故
の
原
因
は
い

ず
れ
も
運
転
手
の
不
注
意

と
聞
い
て
い
る
。
通
学
送

迎
以
外
で
も
数
件
の
事
故

が
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
江
差
町

交
通
安
全
運
動
推
進
協
議

会
長
名
で
、
学
校
を
含
め

た
事
業
所
、
加
盟
団
体
へ
、

交
通
安
全
の
励
行
に
つ
い

　

江
差
高
校
の
通
学
事
故

を
減
ら
す
一
番
有
効
な
手

立
て
は
、
町
と
し
て
バ
ス

代
の
補
助
を
し
、
親
に
よ

る
自
家
用
車
通
学
を
減
ら

し
て
い
く
こ
と
。

　

檜
山
北
高
校
で
は
、
全

員
に
半
額
の
バ
ス
代
の
補

助
。
乙
部
町
が
４
月
か
ら

バ
ス
代
の
３
分
の
２
の
補

助
。
上
ノ
国
町
も
間
接
的

で
は
あ
る
が
半
分
以
上
の

支
援
を
し
て
い
る
。
私
も

厚
沢
部
町
議
員
を
通
じ
て
、

現
状
を
説
明
し
、
要
請
を

し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

江
差
高
校
通
学
バ
ス
代
の

援
助
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

バ
ス
が
利
用
さ

れ
な
い
大
き
な
理
由
は
、

バ
ス
運
行
便
数
そ
し
て
運

行
時
刻
の
関
係
か
ら
、
部

活
動
を
は
じ
め
各
種
行
事

等
の
教
育
活
動
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と

が
原
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
生
活
バ
ス
路

線
の
確
保
を
す
る
中
で
、

通
学
費
助
成
を
含
め
、
総

合
的
に
検
討
す
べ
き
も
の

江
差
高
校
通
学
の
交
通
安
全
対
策
は

江
差
高
校
通
学
バ
ス
代
の
援
助
を

答　

交
通
安
全
運
動
を
推
進

答　

総
合
的
な
検
討
と
し
た
い

町
長

教
育
長

教
育
長

再

通学送迎車の渋滞状況

通学バス利用者の様子

江差町議会だより7

定

例

会

議

案

審

議

行

政

報

告

一

般

質

問

委

員

会

出

欠

報

告



繋
が
る
拠
点
と
し
て
の
整

備
が
方
針
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
意
識
し
た
う
え
で
、
本

年
度
内
に
整
備
の
あ
り
方

を
示
し
、
議
会
と
の
協
議

を
重
ね
な
が
ら
方
針
を
決

定
し
て
い
く
。

　

今
後
の
具
体
的
な
土
地

利
用
や
施
設
整
備
方
針
は
、

商
工
会
か
ら
提
案
頂
い
た

５
つ
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
外

れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、

選
挙
公
約
で
掲
げ
た
利
活

用
の
内
容
を
基
本
と
し
て

い
る
。

　

方
針
が
確
定
し
た
ら
、

議
会
、
商
工
会
等
、
関
係

先
と
の
協
議
を
進
め
た
い
。

江
光
ビ
ル
解
体
後
、

今
ま
で
の
活
用
方
法
は
、

駐
車
場
や
花
壇
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
軽
ト
ラ
市
、
ラ
ジ
オ

体
操
等
で
あ
る
。

　

先
ほ
ど
の
特
別
委
員
会

の
委
員
会
報
告
で
、
中
央

商
店
街
の
振
興
策
の
重
点

課
題
と
し
て
の
地
域
の
高

齢
者
、
子
ど
も
達
が
集
う

法
華
寺
通
り
商
店
街
と
連

携
し
た
賑
わ
い
の
場
と
な

り
得
る
空
間
と
い
う
よ
う

な
報
告
も
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
、
経
済
状
況
や
新

生
活
様
式
を
考
え
る
と
、

商
工
会
の
調
査
報
告
書
で

５
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
や

厨
房
付
き
の
交
流
ホ
ー
ル
、

待
合
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ト
イ

レ
や
駐
車
場
と
い
う
内
容

の
イ
ベ
ン
ト
施
設
が
、
整

備
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
も
抑
え
ら
れ
、
私
は
そ

の
方
向
で
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
が
如

何
か
。

町
長
も
答
弁
し

た
と
お
り
、
商
工
会
か
ら

頂
い
て
い
る
、
５
つ
の
パ

タ
ー
ン
か
ら
外
れ
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
。

　

特
別
委
員
会
の
報
告
に

も
あ
っ
た
よ
う
に
、
あ
と

は
町
の
決
断
。

　

年
度
内
に
町
の
考
え
方

を
示
し
、
議
会
と
協
議
を

さ
せ
て
頂
く
。

９月定例会　一般質問

　

町
政
執
行
方
針
で
旧
江

光
ビ
ル
跡
地
の
活
用
に
関

し
て
、
関
係
団
体
等
と
の

協
議
を
進
め
る
と
あ
る
が
、

商
工
会
は
二
度
に
わ
た
り

調
査
を
行
な
い
、
提
言
書

を
町
に
提
出
し
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
協
議
し
て
い
く
の
か
。

　

２
点
目
。
町
長
は
選
挙

公
約
に
挙
げ
た
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
と
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

複
合
施
設
を
、
現
時
点
で

も
考
え
て
い
る
か
。

　

３
点
目
。
解
体
さ
れ
て

５
年
の
月
日
が
経
つ
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
進
ん
で
い
く

の
か
。

跡
地
に
関
し
て
、

総
合
計
画
の
重
点
施
策
と

し
て
は
、
商
店
街
の
拠
点

化
の
主
た
る
事
業
と
し
て
、

土
地
利
用
の
観
点
か
ら
は
、

エ
リ
ア
全
体
と
し
て
の
公

共
性
と
経
済
性
を
意
識
し

た
利
活
用
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

多
世
代
の
交
流
を
中
心
と

し
た
街
中
に
人
が
集
ま
り
、

散
策
で
き
、
経
済
活
動
に

旧
江
光
ビ
ル
跡
地
の
活
用
協
議
は

答　

本
年
度
内
に
あ
り
方
を
示
す

町
長

再

萩原　　徹 議員（無会派）

副
町
長

地場産品の直売で盛況な「軽トラ市」

色鮮やかな花を子ども達の手により植栽
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て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

正
し
い
情
報
を
町
民
に
積

極
的
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
如
何
か
。

発
熱
患
者
が
増
加

す
れ
ば
、
医
療
機
関
に
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状

況
も
想
定
さ
れ
る
。
江
差

保
健
所
と
情
報
共
有
、
連

携
を
図
り
取
り
進
め
る
。

　

２
点
目
。
感
染
者
に
よ

り
、
対
応
は
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
難
し
い
課
題
。

江
差
保
健
所
の
指
導
等
を

頂
き
な
が
ら
対
応
す
る
。

　

緊
急
性
が
あ
る
場
合
、

町
対
策
本
部
独
自
の
チ
ラ

シ
の
全
戸
配
布
も
考
え
る
。

小林くにこ 議員（日本共産党）９月定例会　一般質問

症
賠
償
保
険
に
加
入
し
て

い
る
自
治
体
数
は
。

　

五
つ
目
。
愛
知
県
東
浦

町
が
認
知
症
高
齢
者
等
賠

償
事
故
補
償
制
度
を
ス

タ
ー
ト
。
当
町
も
保
険
制

度
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
か
。

１
点
目
。
主
治
医

意
見
書
診
断
名
に
認
知
症

と
の
記
載
が
あ
る
の
は
２

５
１
人
。
意
見
欄
に
症
状

が
見
ら
れ
る
等
の
記
載
が

あ
る
の
は
20
人
。

　

２
点
目
。
認
知
症
が
起

因
す
る
発
生
事
例
は
な
い
。

個
別
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、

相
談
事
例
は
16
件
あ
る
。

　

３
点
目
。
認
知
症
の
症

状
や
理
解
を
地
域
に
普
及

定
着
さ
せ
て
行
く
た
め
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
開
催
。
江
差
町
見

守
り
支
え
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
高
齢
者
に

関
す
る
異
変
を
感
じ
た
時
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
情
報
を
集
め
る
流
れ
が

出
来
て
い
る
。

　

４
点
目
、
５
点
目
。
全

国
39
市
町
村
が
加
入
。
町

で
は
、
認
知
症
が
要
因
と

な
る
よ
う
な
困
り
ご
と
が

生
じ
た
場
合
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
に
結
び
付
け
て

お
り
、
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、
認
知
症
理
解

と
普
及
に
努
め
た
い
。

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で

行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

何
か
考
え
は
あ
る
か
。

認
知
症

対
策
の
一
番
は
理
解
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
暮
ら
し
が
出
来
る
、

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
浸

透
出
来
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
周
知
し
、
手
を
取
り

合
い
や
っ
て
行
き
た
い
。

　

認
知
症
対
策
に
ど
の
よ

う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

一
つ
目
。
介
護
保
険
、

要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、

認
知
症
あ
る
い
は
認
知
症

の
疑
い
の
あ
る
方
は
、
何

名
い
る
か
。

　

二
つ
目
。
過
去
５
年
程

度
、
町
内
で
認
知
症
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
、
事
故
、

事
件
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生

件
数
は
何
件
あ
る
か
。

　

三
つ
目
。
町
で
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
や
、

見
守
り
支
え
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
徘
徊
対
策
と
し
て
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　

四
つ
目
。
高
齢
者
認
知

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
と
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
同
時

流
行
と
な
れ
ば
、
医
療
機

関
に
電
話
が
繋
が
ら
な
い

と
か
、
速
や
か
な
医
療
提

供
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
、

最
悪
の
場
合
想
定
さ
れ
る
。

町
は
、
保
健
所
や
医
療
機

関
と
連
携
を
取
り
、
相
談

体
制
を
構
築
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
現

段
階
で
の
見
通
し
は
。

　

二
つ
目
。
も
し
世
帯
主

が
検
査
、
隔
離
、
入
院
し

た
場
合
、
同
居
の
家
族
の

生
活
が
ど
う
な
る
か
等
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
、

各
課
の
情
報
共
有
が
さ
れ

認
知
症
対
策
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

同
時
流
行
に
備
え
相
談
体
制
構
築
を

答　

認
知
症
理
解
と
普
及
に
努
め
る

答　

保
健
所
と
連
携
を
図
る

町
長

再

町
長

児童にも認知症理解へ普及活動

相談・検査体制 10 月中に変更へ

高
齢
あ
ん
し
ん
課
長
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高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
に
は
、
社
会
参
加
す

る
こ
と
が
非
常
に
効
果
的

で
あ
る
。
今
後
も
、
町
内

各
地
域
に
お
け
る
介
護
予

防
事
業
を
実
施
し
、
そ
れ

と
並
行
し
て
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
活
動
を
取
り

戻
せ
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
カ
フ
ェ
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
町

内
に
点
在
し
て
い
る
地
域

資
源
を
結
び
付
け
る
こ
と

や
、
よ
り
一
層
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
も
連
携
協
力

し
て
、
町
民
が
支
え
合
っ

て
活
力
あ
る
生
活
が
出
来

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
全

て
の
活
動
が
自
粛
で
行
動

も
制
限
さ
れ
、
そ
の
上
、

感
染
へ
の
不
安
も
重
な
っ

て
気
持
ち
が
滅
入
り
が
ち

に
な
る
。
自
粛
期
間
中
に

出
不
精
に
な
り
、
世
間
と

の
関
り
を
断
っ
て
し
ま
え

ば
、
孤
立
し
、
う
つ
状
態
や
、

認
知
症
の
進
行
、
身
体
能

力
の
低
下
、
特
に
気
力
の

落
ち
込
み
が
気
に
な
る
。

た
だ
で
さ
え
、
外
出
を
控

え
目
に
す
る
冬
場
に
あ
た

り
、
こ
の
ま
ま
引
き
籠
り

状
態
が
続
く
高
齢
者
が
増

え
な
い
よ
う
に
、
周
囲
で

の
支
え
、
目
配
り
が
よ
り

必
要
と
思
う
が
対
策
は
。

　

テ
レ
ビ
も
新
聞
も
カ
タ

カ
ナ
語
と
ロ
ー
マ
字
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
溢
れ
、

意
味
不
明
の
新
し
い
用
語
、

表
記
に
高
齢
者
は
本
当
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
語
で
も
十
分
わ
か

る
表
現
を
ど
う
し
て
そ
の

ま
ま
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す

る
の
か
、
時
代
の
流
れ
で

仕
方
が
な
い
と
理
解
し
な

が
ら
も
、
益
々
、
多
様
な

用
語
や
表
記
が
多
く
な
る

　

今
は
無
理
か
と
思
う
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

広
が
り
を
考
慮
し
な
が
ら
、

冬
期
間
に
子
ど
も
達
に
よ

る
祭
り
ば
や
し
発
表
会
の

開
催
は
如
何
か
。

　

閑
散
期
の
施
設
活
用
や
、

子
ど
も
達
の
元
気
、
地
域

の
一
体
化
、
祭
り
ふ
る
さ

と
再
認
識
の
も
と
と
な
る

大
切
な
こ
と
。

　

本
祭
り
が
中
止
に
な
っ

た
今
年
こ
そ
、
祭
り
ば
や

し
で
盛
り
上
が
り
、
元
気

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

渡
御
祭
の
運
営
主

体
で
あ
る
、
姥
神
大
神
宮

祭
典
協
賛
実
行
委
員
会
に

対
し
、
主
旨
を
お
伝
え
し

な
が
ら
、
各
山
車
保
存
会

や
、
関
係
者
の
意
見
等
を

踏
ま
え
、
実
施
の
有
無
を

含
め
て
、
今
後
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
出
来
る

か
協
議
し
た
い
。

と
推
察
さ
れ
る
。

　

せ
め
て
、
行
政
か
ら
示

さ
れ
る
大
切
な
お
知
ら
せ

は
、
誰
で
も
分
か
る
日
本

語
、
優
し
い
用
語
の
表
現

を
用
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
用

語
を
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う

な
配
慮
が
必
要
と
思
う
が

如
何
か
。町

か
ら
発
行
さ
れ

る
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
簡
潔
に
分
か
り
や

す
い
表
現
を
す
る
こ
と
で
、

行
政
情
報
を
伝
え
る
必
要

が
あ
り
、
な
る
べ
く
日
本

語
表
記
を
す
る
よ
う
努
め

て
お
り
、
各
課
よ
り
発
出

さ
れ
る
通
知
文
書
も
、
分

か
り
や
す
い
日
本
語
表
記

を
心
が
け
る
。

　

ど
う
し
て
も
専
門
の
カ

タ
カ
ナ
用
語
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、

可
能
な
範
囲
で
注
釈
を
つ

け
た
い
。

健
康
寿
命
と
生
き
が
い
づ
く
り

カ
タ
カ
ナ
用
語
の
使
い
過
ぎ

祭
ば
や
し
発
表
会
の
開
催
は

答　

地
域
主
体
の
活
動
を
取
り
組
む

答　

行
政
情
報
は
日
本
語
表
記
で

答　

運
営
主
体
に
伝
え
協
議

町
長

町
長

子ども達による祭ばやしの練習

９月定例会　一般質問 小梅　洋子 議員（無会派）

町
長

健康づくり体操で体力づくり
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９月定例会　一般質問 出﨑　太郎 議員（無会派）

い
の
か
、
町
民
の
た
め
の

島
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求

し
、
そ
の
上
で
現
在
の
科

学
技
術
を
駆
使
し
て
、
魅

力
あ
る
島
の
実
現
を
図
る
、

そ
う
願
う
。
道
立
自
然
公

園
特
別
地
域
の
制
約
の
中

で
、
残
す
べ
き
も
の
は
残

し
、
遺
産
と
し
て
活
用
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
私
た

ち
町
民
の
資
産
で
あ
る
島

本
体
を
、
町
づ
く
り
の
た

め
に
積
極
的
に
活
用
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

か
も
め
島
は
江
差

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

こ
の
町
の
歴
史
を
作
り
上

げ
た
主
要
な
資
源
で
あ
る
。

高
齢
者
か
ら
は
、
「
愛
着

あ
る
か
も
め
島
へ
気
軽
に

登
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い

か
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
構

造
物
を
島
に
整
備
す
る
の

は
、
現
実
的
で
は
な
い
。

　

か
も
め
島
上
の
展
望
や

解
放
感
、
あ
る
い
は
歴
史

的
史
跡
等
と
い
っ
た
独
特

の
魅
力
に
よ
っ
て
、
観
光

客
は
元
よ
り
、
キ
ャ
ン

　

こ
の
町
は
海
岸
に
立
地

し
て
お
り
、
山
が
あ
り
海

が
あ
り
、
近
く
に
島
が
あ

る
。
こ
の
地
の
特
色
は
、

こ
の
立
体
的
な
三
次
元
の

地
形
に
あ
る
。
い
に
し
え

の
人
達
は
、
こ
の
地
の
特

色
に
着
目
し
、
そ
れ
を
活

か
し
て
こ
こ
に
町
を
造
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
先
人
の

知
恵
で
す
。
私
達
が
真
に

学
ぶ
べ
き
は
こ
の
積
極
的

な
創
造
の
精
神
で
は
な
い

か
。

　

江
差
町
の
現
状
を
考
え

た
時
、
単
に
先
人
の
遺
産

と
し
て
、
そ
の
恩
恵
を
被

る
だ
け
で
は
少
し
情
け
な

い
。
例
え
ば
、
島
の
上
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
し
て
も
、

今
の
階
段
だ
け
で
は
高
齢

者
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
。

こ
れ
か
ら
は
町
民
も
、
そ

し
て
観
光
客
も
高
齢
化
し

て
く
る
。

　

昔
と
今
の
大
き
な
違
い

は
科
学
技
術
の
進
歩
に
あ

る
。
整
備
の
仕
方
に
よ
っ

て
は
、
お
金
も
時
間
も
要

す
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
ま
ず
は
ビ
ジ
ョ

ン
。
ど
ん
な
島
が
望
ま
し

か
も
め
島
本
体
の
活
用
方
針
は

答　

整
備
方
針
を
検
討
し
相
談
す
る

かもめ島全景

町
長

パ
ー
、
更
に
は
町
民
に
お

い
て
も
ま
だ
ま
だ
多
く
の

方
々
に
目
指
し
て
頂
け
る

場
所
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。
現
在
の
自
然
環
境

を
著
し
く
変
化
さ
せ
る
こ

と
は
な
く
、
今
よ
り
も
、

上
り
下
り
が
楽
な
対
応
策

が
無
い
か
、
あ
る
い
は
島

上
で
不
便
な
く
楽
し
め
る

た
め
の
環
境
に
つ
い
て
、

若
干
の
整
備
が
必
要
。

　

早
い
時
期
に
整
備
方
針

を
検
討
し
相
談
す
る
。

▼ 島上の施設

▲ 島上への階段
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田
沢
橋
の
尾
山
町
側
の

雨
水
排
水
溝
は
、
降
雨
量

が
多
い
時
、
排
水
が
間
に

合
わ
な
く
あ
ふ
れ
、
住
宅

前
が
浸
水
す
る
。

　

現
在
は
、
降
雨
が
予
想

さ
れ
る
時
に
土
嚢
積
み
に

て
対
応
し
て
い
る
が
、
住

民
は
不
安
で
寝
れ
な
い
時

も
有
る
と
の
声
が
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
排
水
溝
の

改
良
が
必
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
、
検
討
は
。

当
時
、
周
辺
道
路

排
水
の
ほ
と
ん
ど
が
当
該

箇
所
に
集
中
す
る
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

周
辺
道
路
の
排
水
を
分
散

さ
せ
る
た
め
の
対
策
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
数
年
の

降
雨
に
お
い
て
は
、
浸
水

被
害
等
は
発
生
し
て
お
ら

ず
、
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

近
年
の
全
国
的
な
異
常

気
象
に
よ
る
短
時
間
で
集

中
し
て
降
る
、
い
わ
ゆ
る

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
が
各
地
で

発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
指
摘
の
箇
所
を
含
め
、

町
内
の
複
数
の
注
視
す
べ

き
箇
所
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
、
土
嚢
の
配
置
等
、
防

災
減
災
対
策
等
、
各
関
係

課
が
連
携
し
て
対
応
し
て

い
く
。

排
水
溝
の
改
良
が
必
要
で
は
な
い
か

答　

各
関
係
課
の
連
携
で
対
応

大門　和幸 議員（無会派）９月定例会　一般質問

町
長

車道より低区となっているために雨水が流入

降雨対策のため、玄関前に土嚢積み
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９月定例会　一般質問 小野寺　真 議員（日本共産党）

題
点
を
指
摘
し
、
反
対
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

思
う
が
、
町
長
の
認
識
を

伺
う
。

最
終
処
分
場
建
設

誘
致
は
全
く
考
え
て
な
い
。

調
査
へ
の
応
募
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
選
択
肢
と
し
て

持
っ
て
な
い
。

　

現
在
、
そ
の
町
の
住
民

に
よ
っ
て
賛
否
の
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
段
階
。

そ
の
議
論
の
推
移
を
注
視

　

国
と
電
力
会
社
は
原
発

利
用
を
推
し
進
め
、
処
理

困
難
な
核
の
ご
み
、
そ
の

処
分
場
を
自
治
体
に
押
し

付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

政
府
が
地
層
処
分
を
法

律
で
決
め
た
が
、
科
学
的

に
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い

方
法
で
あ
り
、
再
検
討
す

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

　

地
層
処
分
の
方
向
性
が

打
ち
だ
さ
れ
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
問

し
た
い
。

江
差
町
で
や
っ
て
く

れ
な
い
か
等
、
迫
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
町
長
の
立
場
が
大
事

だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

核
の
ご
み
処
分
は
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

全
体
の
中
で
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
ま
だ

勉
強
不
足
で
あ
り
、
一
緒

に
勉
強
し
た
い
。

核
の
ゴ
ミ
の
地
層
処
分
に
反
対
を

答　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
あ
る

町
長

　

事
業
者
か
ら
方
法
書
は

い
つ
出
て
来
る
の
か
。
説

明
会
も
義
務
付
け
ら
れ
て

お
り
、
意
見
を
言
っ
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
今
後
ど

う
進
め
る
の
か
伺
う
。

　

漁
業
関
係
者
と
の
話
し

合
い
を
お
さ
え
て
い
る
か
。

　

風
車
が
ど
こ
に
建
て
ら

れ
る
の
か
。
沿
岸
漁
業
が

壊
滅
す
る
の
で
は
な
い
か

心
配
。
離
岸
距
離
、
も
っ

と
距
離
を
と
る
こ
と
を
、

事
業
者
等
に
言
う
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

檜
山
管
内
洋
上
風

力
連
絡
協
議
会
を
設
置
。

事
業
の
理
解
を
深
め
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

整
理
し
て
い
く
。

　

今
後
、
示
さ
れ
る
方
法

書
の
段
階
で
、
具
体
的
な

議
論
が
さ
れ
る
。
な
お
、

ひ
や
ま
漁
協
で
は
、
通
常

総
代
会
に
お
い
て
、
洋
上

風
力
の
推
進
協
力
に
つ
い

て
決
議
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
検
討
委
員
会
で

課
題
の
整
理
を
し
て
い
く
。

業
者
を
呼
ん
で
の
説

明
会
等
、
考
え
て
い
る
か
。

　

漁
協
と
意
見
交
換
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

促
進
区
域
、
有
望
な
区

域
に
な
っ
て
い
な
い
状
況

の
中
で
は
厳
し
い
。

　

規
制
は
、
今
後
検
討
。

検
討
会
等
や
ら
な

け
れ
ば
何
も
分
か
ら
な
い
。

し
っ
か
り
議
論
を

し
、
向
き
合
っ
て
い
く
。

洋
上
風
力
に
対
す
る
意
見
が
必
要

答　

具
体
的
な
議
論
は
こ
れ
か
ら

再

町
長

指
定
区
域
の

住
民
説
明
会
を
し
、
広
報

等
で
も
周
知
す
る
。現

地
に

実
際
に
入
り
、
そ
れ
を
踏

ま
え
住
民
周
知
を
す
る
。

大
規
模
盛
土
造
成

地
は
、
危
険
だ
と
言
う
つ

も
り
は
な
い
が
、
関
係
地

域
、
町
内
会
等
と
意
見
交

換
す
る
べ
き
。

各
課
連

携
し
対
応
す
る
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、

特
別
警
戒
区
域
。
何
戸
、

人
数
、
調
査
の
完
了
日
、

住
民
説
明
会
の
状
況
は
。

　

二
つ
目
。
南
が
丘
地
域

が
大
規
模
盛
土
造
成
地
だ

と
、
該
当
住
民
は
知
ら
な

い
。
今
後
の
対
策
は
。

　

南
が
丘
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
避
難
、
何
人
収
容
出

来
る
か
。住

宅
戸
数
45
世
帯
、

76
名
。
令
和
元
年
度
で
全

て
の
基
礎
調
査
が
終
了
。

早
い
時
期
に
住
民
説
明
会

に
取
り
組
む
。

　

年
度
内
を
目
途
に
周
知
、

検
討
す
る
。

　

１
２
７
人
が
３
密
対
策

で
の
最
大
人
数
。

警
戒
区
域
と
い
う
こ

と
を
知
ら
な
い
人
も
い
る
。

　

何
ら
か
の
体
制
を
日
常

か
ら
や
っ
て
行
く
べ
き
。

大
規
模
盛
土
造
成
地
の
対
策
は

答　

年
度
内
に
周
知
、
検
討
す
る

再

建
設
水
道
課
長

町
長

再町
長

総
務
課
長

再
再

再
再

建
設
水
道
課
長

町
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長千葉県銚子沖の洋上風力発電

（東京電力リニューアブルパワー
HP から引用）
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社会文教常任委員会『介護保険事業に関する事務調査』

総務産業常任委員会『町営住宅に関する事務調査』

　江差町総合計画等特別委員会（室井正行委員長）は、令和元年第３回定例会で事務調査をおこし、担当課の説明を求め
るとともに、調査をした結果について、次のとおり意見を付して報告した。

　本意見書は、行政側と連携を図り、できる限り整合性の確認を行い、行政と議会は激しい議論を経ても、「共に汗をかく」、
「口先だけで終わらない」という強い使命感を抱いて提案する。
１　かもめ島入口の国道周辺を含めた北の江の島構想
　①　かもめ島ゾーン
　・かもめ島は北前船等の歴史を後世に伝える貴重な自然遺産。そのままの魅力で伝えることが最も重要。歴史的背景を

伝える説明看板内容の充実、かもめ島へ誘導する「ランドマーク」が必要。
　・北海道教育委員会等と協議し、北前船係船柱の復元など検討すべき。
　・「旧花月」は、有利制度を活用した早期解体を進めるべき。
　②　にぎわい空間ゾーン
　・老朽化がすすんでいる開陽丸記念館（船体）の長寿命化対策が急がれる。
　・南埠頭は多目的機能の充実を図るべき。「道の駅」展開も視野に、広い空間を有効活用した対策を。
　③　国道交差点周辺ゾーン
　・急カーブ交差点改良のみの交通安全対策ではなく、周辺の一体となった具体的計画の策定を。
　・北前船交易の象徴を表すランドマーク設置、ミニ水族館、活魚センターなどの検討を。
２　中心市街地活性化対策
　①　愛宕町、法華寺通り商店街の継統可能な具体的活性化対策
　・地元で買い物ができるためにも既存商店への支援策を進めていくことが必要。
　　歴史遺産として民間所有の土蔵建築物が点在。歴史景観地区の指定など、保存・伝承に努めること。
　　自治活動の拠点となる集会施設の整備や、山車保管庫の地区内整備等も検討すること。
　②　遊体老朽施設の解体・活用に向けた権利者との協議
　・中央商店街の大きい老朽施設は、景観と立地条件の優位性を阻害しており、課題解決に取り組むこと。
　・老朽化した官公庁庁舎は、各種官公庁の出先機関のある江差町として、その解決策に向け支援をすること。
　③　空地の跡地利用の早期活用策の計画立案
　・旧江光ビル跡地の活用は、江差町の決断だけである。にぎわいの場と成り得る空間の早期事業化を進めるべき。
　・民間の空き地は、所有者に対し将来活用計画などの意向調査を具体的に進めるべき。
　④　歴史的建造物及び周辺用地の整備と横山家の早期運営体制の確立と営業再開
　・「歴史的建造物活用推進モデル支援事業」は、来年度以降、具体的な事業化に向けて更に進めていくこと。
　・横山家との話し合いは、町としての具体的なプランを示しながら、積極的に進めること。
３　交通体系
　①　町内の買い物バスの再開。かもめ島周辺のにぎわい創出と買い物楽しみバスツアーなど、買い物難民対策、にぎわ

い創出策として進めていくこと。
　②　函館バスが今後も存続していくため、上記の事業は、函館バスに対する委託事業として進めていくこと。
４　産業振興、担い手確保と定住人口対策
　①　農業について
　・農業の後継者不足と高齢化が深刻な課題。より効率的な農業（スマート農業）の推進や担い手への農地の集積（農地

取得や賃貸に対する手厚い支援）と重労働な農作業の軽減化（スマートスーツの導入）等の支援策を進めること。
　②　漁業について
　・回遊性魚種に頼らない、道や民間の試験研究機関と連携した、新たな栽培漁業へのチャレンジを進めること。
　③　担い手確保と定住人口確保について
　・地元の金融機関と連携した創業支援や町の起業支援事業を積極的に進めること。空き店舗を活用したＩＣＴ（情報通

信技術）を活用したテレワーク等を推進すること。
５　高規格幹線道路
　①　協議会の要望活動は、地域、江差町にとって、一層の効果的、重点的な要請を行うこと。
　②　当町の災害時対策としても早期着工が必要であり、江差町の町民を挙げた活動となるよう、町内組織を設立すること。
□　新型コロナウイルス感染症への対応
　日本全国の社会・経済活動に多大な影響を与え、また、いまだ世界中で広がっている新型コロナウイルスは、これから
の地方行政の在り方へも大きく影響を与えるものである。
　日本では、緊急事態宣言が５月から段階的に解除され、出口戦略を模索する動きが始まっているが、関東中心にまた感
染の広がりが見えてきている。ワクチンや特効薬が量産されるまで、「新しい生活様式」への行動変容を中心とした、年単
位での長い取り組みが、行政としても必要となる。
　江差町としても、政府の新型コロナウイルス対策の動きを機敏にとらえ、また、町内の経済・観光・暮らし・医療情勢
等を的確に把握したうえで、江差町の新年度予算や諸計画の随時見直しと的確な予算執行が求められる。

～常任委員会、特別委員会、今はこんなことを調査しています～

よりよい町づくりのために

江差町総合計画等特別委員会『江差町総合計画等に関する事務調査』

　総務産業常任委員会（西海谷望委員長）と社会文教常任委員会（塚本眞委員長）は、現在、継続して調査を行っています。
担当課からのヒアリングを行うなど、委員会で調査を行いながら、どのような報告とすべきか話し合われております。

調査中です！
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　７月１３日、１７日及び９月１日に開催した全員協議会について、

　その内容をお知らせします。

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（第２次補正）

について

　先の感染拡大防止、雇用の維持と事業の継続を更に強化し、特に

新しい様式化で、保育や教育環境の改善にも力を入れ、経済活動の回復に重点をおいた事業について説明がされた。

・江差町名誉町民「青坂満」氏ご逝去に伴う江差町町葬の執行について

　江差町表彰条例の規定に基づき、江差町の町葬で執り行い、係る経費について臨時会で追加議案として提案するこ

とについて説明がされた。

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（第２次補正）について

　地方創生臨時交付金を充当する事業の補正予算を提案するにあたり、各事業の概要と、町内未整備地区への光ファ

イバの整備に伴う高度無線環境整備促進事業について説明がされた。

全員協議会 を開催しました！

出欠状況をお知らせします！
令和２年７月１日から９月 30 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公用）　●：欠席（葬儀・病欠・私用）

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長
西
海
谷
　
望

（
委
）

出
﨑
太
郎
（
副
）

薄
木
　
晴
午

飯
田
　
隆
一

小
野
寺
　
真

萩
原
　
　
徹

塚
本
　
眞
（
委
）

小
林
く
に
こ

（
副
）

室
井
　
正
行

小
梅
　
洋
子

大
門
　
和
幸

打
越
東
亜
夫

第 3 回 定 例 会 9 月 16 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 3 回 臨 時 会 7 月 17 日 ○ ○ ○ ●
（病欠） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会

7 月 13 日 ○ ○ ○ ●
（病欠） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 月 17 日 ○ ○ ●
（私用）

●
（病欠） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 1 日 ○ ○ ●
（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

7 月 20 日 ○ ○ ○ ●
（病欠）

○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

7 月 28 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 会 広 報
特 別 委 員 会

7 月 9 日 ○ ○ ○ ○ ○

7 月 17 日 ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

7 月 17 日 ○ ●
（病欠） ○ ○ ○ ○

8 月 28 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月 8 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算特別委員会
7月28日 ○ ○ ●

（私用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月16日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

江差町総合計画
等特別委員会

7月21日 ○ ○ ●
（私用）

●
（病欠）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 月 13 日

7月 17 日

9月 1 日
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この用紙は、原材料の一部に

道産間伐材を使用しています

議会の動き
◆江差町各会計決算審査特別委員会

（出席９名、欠席１名）
・令和元年度江差町各会計決算の審査
◆社会文教常任委員会（出席５名）
・介護保険事業に関する事務調査

◆議会運営委員会（出席６名）
・第３回定例会の運営について

◆全員協議会（出席11名、欠席１名）
・江差町新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金（第２次）について

◆議会運営委員会（出席６名）
・第３回定例会の運営について
◆第３回定例会（出席12名）
◆江差町各会計決算審査特別委員会（出席10名）
・令和元年度江差町各会計決算の審査

◆議会広報特別委員会（出席５名）
・11月号議会だよりについて
◆檜山広域行政組合第２回定例会
◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会第２回
定例会

◆議会運営委員会（出席５名、欠席１名）
・第４回臨時会の運営について
◆第４回臨時会（出席10名、欠席２名）
◆総務産業常任委員会（出席５名、欠席１名）
・町営住宅に関する事務調査
◆議会広報特別委員会（出席５名）
・11月号議会だよりについて
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10月７日

12日

13日

20日

　
☆江差小学校運動会

　今年はコロナ禍での運動会でしたが、天候にも恵
まれ、子ども達は秋空の下で、運動会スローガン「フ
ル・パワー～心を1つに」のもと、徒競走やリレー
など一生懸命頑張って
いました。ご観覧の皆
様も子ども達の頑張る
姿を応援していまし
た。子ども達の真剣に
取り組んでいる姿を見
ることができ、久しぶ
りの学校行事での笑顔
に元気をもらえた気が
しました。

今 号 の 表 紙

（撮影者：大門　和幸　議会広報特別委員会委員）

江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

【
議
場
・
委
員
会
室
】

◇
議
員
席
・
執
行
部
席
・
傍

聴
席
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
間
隔
を
空
け
ま
し
た
。

◇
会
議
中
は
、
換
気
の
た
め
、

議
場
・
委
員
会
室
内
の
す

べ
て
の
扉
を
終
始
開
放
し

ま
し
た
。

　

定
例
会
・
臨
時
会
・
各
委
員
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
合
わ
せ

た
開
催
方
法
を
検
討
し
、
次
の
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

【
議
事
運
営
】

◇
町
長
・
教
育
長
の
執
行
方

針
を
文
書
配
布
と
し
、
既

に
全
員
協
議
会
で
説
明
し

て
い
る
提
案
理
由
は
一
部

省
略
と
し
ま
し
た
。

◇
一
般
質
問
時
、
演
台
で
は

な
く
自
席
で
行
い
ま
し
た
。

◇
会
議
時
間
短
縮
の
た
め
、

一
般
質
問
は
、
再
質
問
を

せ
ず
、
一
回
の
質
問
で
終

了
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

【
議
場
・
委
員
会
室
へ
入
場

す
る
全
て
の
方
に
協
力
を
求

め
ま
し
た
。
】
（
町
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
「
傍
聴
時
の
お

願
い
」
を
掲
載
。
）

◇
マ
ス
ク
の
着
用

◇
手
洗
い
、
手
指
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒

江
差
町
議
会
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策　

　江差町議会本会議は、どなたでも傍聴することが

できます。

　町民の皆様が選んだ議員の活動状況や、町政の方

針などを議場で確かめましょう！

　議会の傍聴は、受付後、出入りは自由で、都合の

いい時間で傍聴できます。

　皆様の傍聴をお待ちしております！

議会を傍聴しましょう！
次の定例会は１２月です。
日程は町広報誌やホームページでお知らせします！


